
ファッションとの出会いを機に
たくさんの可能性を見出せた
充実のキャンパスライフ

　高校時代は、なんとなく芸術系大学への興味がある程度
で、具体的にやりたいことは見えていませんでした。造形短
期大学部には、多分野を学べる環境に魅力を感じて入学し
たものの、1年次は夢中になれる科目と出会えず…。学生の
本分もすっかり見失っていました。ところが、ファッションの授
業で服作りを体験して気づいたんです。「自分の作品を身に
つけられるってうれしい」。買い物へ出かけても自分好みの
洋服に出会える機会がなかったんです。「それなら自分で作
ればいい」と。それからの私は、縫製の基礎知識や応用技
法などを必死に学びました。パターンをひく作業やミシンの扱
いは難しかったけど、先生の丁寧な指導のおかげですぐに
慣れました。また学外の友人との交流を機に、洋服のリメイ
ク依頼を頂いたり、コスプレを始めたりと充実した時間を得ら
れ、たくさんの可能性を見出すことができました。
　将来の夢は、ブランドを立ち上げること。もっと学んでおけ
ばとの後悔はありますが、ここに居たから得られた出会いが
あり、目標をもてたのだと思います。さらに、夢を形にできる術
を実践的な授業を通して学べる環境があったことが今の私
に繋がっていると感じています。夢の実現は難しいことです
が、自分の好きを形にできるように頑張ります。

　高校生の頃は、大学でフランス語を学びたくて特進コース
に在籍し、志望校へ向けた勉強に日々 明け暮れていました。
しかし、希望校には不合格。いつまでも落ち込んではいられ
ないと将来を考えた時、小さい頃から学んでいた書道の道を
もっと深く、広く触れてみようと思いたち、気持ちを切り替えて
書道科目がある造形短期大学部を選びました。
　古典書道の見識を深めたかった私。中国書道史や書論を
学べる「書道概論」には面白さを感じましたが、「デザイン書
道」の世界にはやや抵抗がありました。しかし、「書道Ⅱ」の授
業で古典書道にとらわれない字形や文字を崩す書き方、さま
ざまな色や筆を使うスタイルを目の当たりにし、私の知らなかっ
た世界や、表現方法があるんだと気づかせてくれました。今
では書道作品の制作依頼があった際、デザイン書道で学ん
だ手法も応用して取り入れることもあります。
　卒業研究は、私の髪の毛を使った筆を作り、書作品「あん
ずの毛」を手がけました。テーマは「自己表現」。私の今のす
べてを込めたつもりです。デザイン書道を楽しく学べましたが、
やっぱり古典書道が好きだと改めて気づけたのも大きな収
穫。今後は、字の上手さをさらに突き詰め、習字の先生を目指
します。いつか、国内外で個展を開催することが夢です。

髙倉 あさひさん

初めて触れたデザイン書道
知らない世界を体験できるのも
造形短期大学部のメリット

塚本 晏千さん大分県　日田高校出身 福岡県　高稜高校出身

ファッション デザイン書道ファッション・テキスタイル系

Fashion
●卒業研究
　 「ピンワーク」

●自主制作（香椎祭） 「ペーパードレス」

●ファッションイラストレーションA
　 「コラージュ作品」

●書道B 「體」

●デザイン書道研究 「血祭」

●リーフレットの表紙 
　 「はたちの集い」

デザイン書道系
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